
京 都 大 学 研 究 者 情 報 整 備 委 員 会 規 程 等 新 旧 対 照 表 

改   正   前 改   正   後 

京都大学研究者情報整備委員会規程 

（平成３０年５月１５日総長裁定） 

（前 略）             

（構成） 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる委員で組織す

る。 

(1) 情報担当の理事（以下「担当理事」という。） 

(2) 研究担当の理事 

(3) 図書館担当の理事 

(4)～(11) （略）  

２ 前項第４号及び第１１号の委員は、総長が委嘱

する。 

３ 第１項第４号及び第１１号の委員の任期は、２

年とし、再任を妨げない。ただし、担当理事の任

期の終期を超えることはできない。 

４     （略） 

（委員長及び副委員長） 

第３条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は担当理事をもって充て、副委員長は前

条第１項第２号から第６号まで及び第１１号の

委員のうちから委員長が指名する。 

３・４   （略） 

（後 略） 

 

 

京都大学大学院横断教育プログラム推進セ

ンター要項 

（平成３０年３月２８日総長裁定） 

（前 略） 

第３ センターに、センター長及び副センター長を

置く。 

２ センター長は、教育担当の理事をもって充て

る。 

 

３～６   （略） 

 （中 略） 

第１１ センターに、博士課程教育リーディングプ

ログラム及び卓越大学院プログラムを実施する

ため、次の各号に掲げる組織を置く。 

 (1)～(6)  （略） 

 

（後 略） 

 

 

京都大学高大接続・入試センター要項 

（平成２８年３月８日総長裁定） 

（前 略） 

  

 

 

（構成） 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる委員で組織す

る。 

(1)  

(2)  

 

(3)～(10) （同 左）  

２ 前項第３号及び第１０号の委員は、総長が委嘱

する。 

３ 第１項第３号及び第１０号の委員の任期は、２

年とし、再任を妨げない。ただし、担当理事の任

期の終期を超えることはできない。 

４     （同 左） 

（委員長及び副委員長） 

第３条   （同 左） 

２ 委員長は担当理事をもって充て、副委員長は前

条第１項第２号から第５号まで及び第１０号の

委員のうちから委員長が指名する。 

３・４   （同 左） 

 

 

 

 

 

 

 

第３    （同 左） 

 

２ センター長は、大学院横断教育（大学院横断教

育プログラム推進センター）担当の副学長をもっ

て充てる。 

３～６   （同 左） 

 

第１１    

 

 

 (1)～(6)   

 (7) プラットフォーム学卓越大学院 

 

 

 

 

 

 

（同 左） 

（同 左） 



改   正   前 改   正   後 

第５ 運営委員会は、次の各号に掲げる委員で組織

する。 

(1) 教育担当の理事 

(2)～(4)   

２・３    

（後 略） 

 

 

国立大学法人京都大学内部監査規程 

（平成１７年６月１４日総長裁定） 

（前 略） 

（監査の区分） 

第５条 監査の区分は、定期監査及び臨時監査とす

る。 

２ 定期監査は、毎年実施する。 

３ 臨時監査は、総長が命じる事項又は公正調査監

査担当の副学長（以下「担当副学長」という。）

が必要と認める事項について、随時実施する。 

第２章 監査の計画 

（監査年次計画書） 

第６条 担当副学長は、あらかじめ監査の基本方

針、監査項目、監査概要その他必要事項を記載し

た監査年次計画書を作成し、総長の承認を得なけ

ればならない。ただし、臨時監査については、こ

の限りではない。また、監査年次計画書に重大な

変更を行う場合も同様とする。 

（監査実施計画書） 

第７条 担当副学長は、定期監査を実施するとき

は、前条の監査年次計画書に基づき、あらかじめ

監査実施計画書を作成しなければならない。 

２ 担当副学長は、臨時監査を実施するときは、あ

らかじめ監査実施計画書を作成し、総長の承認を

得なければならない。ただし、緊急でそのいとま

がない場合は口頭により承認を得ることができる。 

第３章 監査の実施体制等 

（監査の統括及び監査員） 

第８条 監査は、総長の命により、担当副学長が統

括し、公正調査監査室の職員及び担当副学長が委

嘱する公正調査監査室の職員以外の本学職員（以

下「監査員」という。）が実施する。 

（中 略） 

（監査の通知） 

第１３条 担当副学長は、監査を実施するに当た

り、あらかじめ監査の対象部局等の長（全学教員

部にあっては、総長が指名する理事。以下同じ。）

に文書により通知する。ただし、緊急又は特に必

要と認められる場合は、口頭をもって通知するこ

とができる。 

第５ 運営委員会は、次の各号に掲げる委員で組織

する。 

(1) 入試担当の理事 

(2)～(4)   

２・３    

 

 

 

 

 

 

（監査の区分） 

第５条  

 

２  

３ 臨時監査は、総長が命じる事項又は監査を担当

する理事又は副学長（以下「担当理事等」という。）

が必要と認める事項について、随時実施する。 

第２章 監査の計画 

（監査年次計画書） 

第６条 担当理事等は、あらかじめ監査の基本方

針、監査項目、監査概要その他必要事項を記載し

た監査年次計画書を作成し、総長の承認を得なけ

ればならない。ただし、臨時監査については、こ

の限りではない。また、監査年次計画書に重大な

変更を行う場合も同様とする。 

（監査実施計画書） 

第７条 担当理事等は、定期監査を実施するとき

は、前条の監査年次計画書に基づき、あらかじめ

監査実施計画書を作成しなければならない。 

２ 担当理事等は、臨時監査を実施するときは、あ

らかじめ監査実施計画書を作成し、総長の承認を

得なければならない。ただし、緊急でそのいとま

がない場合は口頭により承認を得ることができる。 

第３章 監査の実施体制等 

（監査の統括及び監査員） 

第８条 監査は、総長の命により、担当理事等が統

括し、公正調査監査室の職員及び担当理事等が委

嘱する公正調査監査室の職員以外の本学職員（以

下「監査員」という。）が実施する。 

 

（監査の通知） 

第１３条 担当理事等は、監査を実施するに当た

り、あらかじめ監査の対象部局等の長（全学教員

部にあっては、総長が指名する理事。以下同じ。）

に文書により通知する。ただし、緊急又は特に必

要と認められる場合は、口頭をもって通知するこ

とができる。 

（同 左） 

（略） （同 左） 



改   正   前 改   正   後 

（監査結果に基づく意見交換） 

第１４条 担当副学長又は公正調査監査室の職員

は、監査結果の説明及び問題点等の確認のため、

監査の対象部局等との意見交換を行う。 

第４章 監査報告と措置 

（監査結果の報告） 

第１５条 担当副学長は、監査結果について監査報

告書を作成し、総長に報告する。ただし、監査の

結果、緊急を要すると認めた事項については、直

ちに口頭をもって報告する。 

（監査結果の通知及び改善等） 

第１６条  

２  

３ 監査の対象部局等の長は、前項の通知を受けた

ときは、速やかに当該措置等を実施し、その結果

を担当副学長に書面により回答しなければなら

ない。 

４ 担当副学長は、前項の回答があったときは、当

該回答を総長に報告する。 

５ 担当副学長は、第３項の回答に基づき当該措置

等の実施状況の確認を行う。 

第５章 雑則 

（実施規則） 

第１７条 この規程に定めるもののほか、監査の実

施に関し必要な事項は、担当副学長が定める。 

 

 

京都大学事務委任等規程 

（昭和４５年１０月３１日総長裁定） 

（前 略） 

第９条の４ 総長は、ライフサイエンス研究等にお

ける倫理の保持、安全の確保等に関する事務のう

ち、次の各号に掲げる事務について、京都大学に

おけるライフサイエンス研究等に係る倫理の保

持、安全の確保等に関する規程（平成２７年達示

第７２号）の定めるところにより、部局（事務本

部を含む。）の長（事務本部にあっては研究担当

の理事とする。）に委任する。 

(1) 人を対象とする医学系研究に関する倫理指

針（平成２６年文部科学省・厚生労働省告示第

３号）に定める研究に係る監督、許可等（同指

針第６第４項第１号及び第３号並びに第１８

第３項第３号の規定によるものを除く。） 

(2) ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指

針（平成１３年文部科学省・厚生労働省・経済

産業省告示第１号）に定める研究に係る監督、

許可等 

(3) 遺伝子治療等臨床研究に関する指針（平成２７

（監査結果に基づく意見交換） 

第１４条 担当理事等又は公正調査監査室の職員

は、監査結果の説明及び問題点等の確認のため、

監査の対象部局等との意見交換を行う。 

第４章 監査報告と措置 

（監査結果の報告） 

第１５条 担当理事等は、監査結果について監査報

告書を作成し、総長に報告する。ただし、監査の

結果、緊急を要すると認めた事項については、直

ちに口頭をもって報告する。 

（監査結果の通知及び改善等） 

第１６条  

２  

３ 監査の対象部局等の長は、前項の通知を受けた

ときは、速やかに当該措置等を実施し、その結果

を担当理事等に書面により回答しなければなら

ない。 

４ 担当理事等は、前項の回答があったときは、当

該回答を総長に報告する。 

５ 担当理事等は、第３項の回答に基づき当該措置

等の実施状況の確認を行う。 

第５章 雑則 

（実施規則） 

第１７条 この規程に定めるもののほか、監査の実

施に関し必要な事項は、担当理事等が定める。 

 

 

 

 

 

第９条の４ 総長は、ライフサイエンス研究等にお

ける倫理の保持、安全の確保等に関する事務のう

ち、次の各号に掲げる事務について、京都大学に

おけるライフサイエンス研究等に係る倫理の保

持、安全の確保等に関する規程（平成２７年達示

第７２号）の定めるところにより、部局（事務本

部を含む。）の長（事務本部にあっては研究倫理

担当の理事とする。）に委任する。 

(1)  

 

 

 

 

(2)  

 

 

 

(3)  

（同 左） 

（略） （同 左） 



改   正   前 改   正   後 

年厚生労働省告示第３４４号）に定める研究に

係る監督、許可等（同指針第１６第４項第３号

並びに第３１第４項第２号及び第３号の規定

によるものを除く。） 

（後 略） 

 

 

京都大学における研究資源アーカイブに関

する規程 

（平成２２年３月１６日総長裁定） 

（前 略） 

（事務） 

第９条 研究資源アーカイブに関する事務は、総合

博物館事務室において行う。 

（後 略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務） 

第９条 研究資源アーカイブに関する事務は、総合

博物館事務部において行う。 

 

 

附 則 

 この規程は、令和２年１０月１日から施行する。 

 


